
　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
三
日
㈪
午
前

十
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
二
階
中
会
議

室
に
て
第
三
回
理
事
会
（
全
体
会
議
）
が
開

催
さ
れ
た
。

　
北
地
一
行
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
の
後
、

御
囲
善
章
専
務
理
事
の
司
会
に
よ
り
議
事

進
行
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
功
理
事
長
が「
五

月
二
十
五
日
の
県
総
代
会
で
は
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
開
催

出
来
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、十
人
の
新
し
い
新
支
部
長
が
誕

生
し
、今
日
初
め
て
全
員
が
そ
ろ
っ
て
の
全

体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
三

年
間
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
組
合
運
営
が
出
来
ま
す
こ
と
を

特
に
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
回
は
、改
選
後
新
理
事
初
の
理
事
会
で

あ
り
、
ま
ず
は
、
理
事
会
出
席
者
に
佐
藤
理

事
長
よ
り
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
議
会
報
告
で
は
、佐
藤
理
事
長
よ
り
全
理

連
役
員
改
選
に
つ
い
て
、大
森
理
事
長
が
四

期
再
選
。
ま
た
、佐
藤
理
事
長
が
全
理
連
総

務
委
員
長
並
び
に
四
国
協
議
会
長
に
任
命

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
理
容
三
つ
星
推
奨
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

技
術
講
習
、
衛
生
講
習
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
が
、組

合
加
盟
店
す
べ
て
が
掲
示
で
き
る
様
、各
支

部
長
に
は
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、内
閣
府
規
制
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
現
在
認
め
ら
れ
て
い
な
い
理
容

美
容
兼
業
を
す
べ
て
の
従
業
員
が
理
容
師

と
美
容
師
の
双
方
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

店
に
限
り
、兼
業
を
認
め
る
と
い
う
提
言
を

政
府
に
提
出
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ

れ
が
正
式
に
発
表
が
あ
っ
た
場
合
は
役
員

に
速
や
か
に
書
類
に
て
報
告
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と

構
築
に
つ
い
て
、現
在
の
組
合
の
ら
く
ら
く

四
国
理
容
競
技
大
会
が
徳
島
で
開
催

　
　
堤
選
手（
高
松
）が
第
六
部
優
勝
！

　
　
　
全
国
第
三
部
門
代
表
に
清
水
選
手（
善
通
寺
）

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　佐藤　　功

　　顧　問　北地　一行

　　部　長　小松　芳浩

　　編集長　藤沢　弘順

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）モトヤマ

理事会（全体会議）の様子

６部優勝の堤選手（中）と準優勝の福江選手（左）

平
成
二
十
七
年
度 

第
三
回
理
事
会
を
開
催

 

佐
藤
新
体
制
が
始
動

　

第
六
十
五
回
四
国
理
容
競
技
大
会
が
平

成
二
十
七
年
七
月
二
十
日
㈪
に
徳
島
県
立

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

朝
早
く
か
ら
四
国
四
県
よ
り
総
勢
六
十

名
、う
ち
香
川
県
代
表
十
五
名
の
選
手
が
集

ま
り
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
受
付
を
済
ま

せ
、控
室
で
準
備
に
余
念
の
な
い
様
子
が
う

か
が
わ
れ
た
。

　

午
前
十
時
に
定
刻
通
り
開
会
式
が
行
わ

れ
、佐
藤
功
四
国
協
議
会
長
の
大
会
会
長
あ

い
さ
つ
に
続
き
、飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
、

大
森
利
夫
全
理
連
理
事
長
の
来
賓
あ
い
さ

つ
の
後
、
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
。

　
競
技
で
は
、第
六
部
門
の
堤
真
由
美
選
手

（
高
松
）
が
見
事
優
勝
に
輝
き
、
ま
た
、
第

三
部
門
の
清
水
光
時
選
手
（
善
通
寺
）
が
二

位
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。今
年
も
第

四
部
門
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ザ
ー
ス
ア
ワ
ー

ド
に
組
合
の
重
鎮
四
選
手
が
出
場
。優
勝
こ

そ
は
逃
し
た
が
、匠
の
技
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
阿
波
伝
統
芸
の
阿

波
木
偶
「
箱
廻
し
」
が
披
露
さ
れ
、
祝
日

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
連
れ
の
見
学

者
も
多
く
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
大
会
で

あ
っ
た
。

（
四
、五
面
に
四
国
大
会
特
集
記
事
及
び
大

会
成
績
）

堤　
真
由
美
選
手
の
談
話

「
今
回
指
導
し
て
頂
い
た
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
致
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」

連
絡
網
を
使
っ
た
発
展
的
活
用
法
と
し
て
、

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
時
に
組
合
員
の

安
否
確
認
や
支
援
要
請
に
対
し
、組
合
員
の

相
互
扶
助
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
と
、組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
の
岡
田
光
博
氏
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、組
合

員
全
員
の
メ
ー
ル
登
録
が
必
要
で
あ
り
、不

慣
れ
な
方
に
は
少
々
面
倒
な
作
業
で
は
あ

る
が
、組
合
員
の
一
層
の
協
力
を
期
待
し
た

い
。

　
以
上
、滞
り
な
く
審
議
が
進
み
全
議
案
承

認
の
上
、
午
前
十
一
時
三
十
分
に
閉
会
と

な
っ
た
。　
　
　
（
二
面
に
理
事
会
議
案
）
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◆
第
三
回
理
事
会
議
案

一
、
委
任
状
伝
達

二
、
経
過
日
誌

三
、
各
種
会
議
報
告

四
、
役
員
組
織
分
掌
表

五
、
副
理
事
長
担
当
部
署
に
つ
い
て

六
、
各
部
長
報
告

七
、 

四
国
理
容
競
技
大
会
役
員
派
遣
に
つ

い
て

八
、
濱
野
健
二
氏
・
叙
勲
祝
賀
会
の
件　
　
　

九
、
組
合
加
盟
店
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、

　
　
三
つ
星
の
作
成
に
つ
い
て

十
、
災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
、
運
用・

構
築
に
つ
い
て

十
一
、
平
成
二
十
六
年
度
補
助
金
事
業
評

価
結
果
の
件

十
二
、
そ
の
他

☆
理
容
・
三
つ
星
推
奨
マ
ー
ク
に
つ
い
て

☆
内
閣
府
の
行
っ
て
い
る
規
制
改
革
会
議

Ｗ
Ｇ
の
情
報
に
つ
い
て

☆
平
成
二
十
七
年
度
県
競
技
大
会
決
算
に

つ
い
て

☆
各
種
表
彰
に
つ
い
て

☆
四
国
大
会
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ザ
ー
ス
部
門

の
選
手
派
遣
に
つ
い
て

☆
次
年
度
の
議
長
候
補
予
定

　
　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
第
三
回
三
役
会

◦
九
月
十
四
日
㈪
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
第
四
回
三
役
会

◦
十
一
月
九
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

　
第
五
回
三
役
会

◦
十
一
月
十
六
日
㈪
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
第
三
回
三
役
部
長
会

◦
十
二
月
七
日
㈪
午
前
十
時石

清
尾
八
幡
宮

　
第
四
回
理
事
会

◦
八
月
三
十
一
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
広
報
委
員
会

◦
十
一
月
三
十
日
㈪
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
広
報
委
員
会

◦
十
一
月
二
日
㈪
午
後
十
二
時
三
十
分

組
合
事
務
所
会
議
室

　
女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
準
備
委
員
会

中
讃
協
議
会

◦
七
月
六
日
㈪
午
前
九
時善通

寺
市
民
体
育
館

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

高
松
協
議
会

◦
九
月
十
四
日
㈪
午
後
一
時

大
洋
ボ
ウ
ル

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

◦
七
月
十
三
日
㈪
午
前
十
時サン

・
オ
リ
ー
ブ

　
内
海
・
土
庄
合
同
講
習
会

◦
九
月
七
日
㈪
午
前
十
時

高
知
共
済
会
館

　
講
師
認
証
講
習
会

　
四
国
教
育
部
長
会

◦
九
月
七
日
㈪
午
前
十
時

高
松
テ
ル
サ

　
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

◦
十
月
五
日
㈪
午
前
十
時

高
松
テ
ル
サ

　
高
松
・
東
讃
四
支
部
合
同
衛
生
講
習
会

◦
十
月
二
十
六
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

　
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

◦
十
一
月
十
六
日
㈪
午
前
九
時

観
音
寺
商
工
会
議
所

　
西
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

◦
七
月
十
五
日
㈬

◦
九
月
十
六
日
㈬

◦
十
月
十
四
日
㈬

◦
十
一
月
十
一
日
㈬

◦
十
二
月
十
六
日
㈬　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

◦
八
月
二
十
四
日
㈪サ

ロ
ン
・
ド
・
Ｓ
Ｈ
Ｕ

　
強
化
練
習

◦
十
月
十
二
日
㈪埼玉

県
久
喜
市
総
合
体
育
館

　
全
国
理
容
競
技
大
会

会
場
：
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
会
議
室

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
前
十
時

　
共
済
部
長
会

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
前
十
時

　
女
性
部
長
会

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
前
十
時

　
青
年
部
長
会

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
後
一
時

　
総
務
部
長
会

◦
七
月
二
十
七
日
㈪
午
後
一
時

　
文
化
広
報
部
長
会

◦
八
月
三
日
㈪
午
前
十
時

　
教
育
部
長
会

◦
八
月
三
日
㈪
午
前
十
時

　
組
織
部
長
会

◦
八
月
三
日
㈪
午
前
十
時

　
事
業
部
長
会

◦
八
月
三
日
㈪
午
後
一
時

　
経
理
部
長
会

◦
八
月
三
日
㈪

香
川
県
美
容
会
館

　
理
容
師
国
家
試
験
（
実
技
）

◦
九
月
六
日
㈰

愛
媛
大
学

　
理
容
師
国
家
試
験
（
筆
記
）

◦
九
月
十
四
日
㈪

　
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

◦
九
月
二
十
一
日
㈪
午
前
十
一
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

　
濱
野
健
二
氏
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会

◦
九
月
二
十
八
日
㈪
午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ

　
生
活
衛
生
営
業
指
導
特
別
相
談
員
研
修
会

◦
十
月
十
九
日
㈪
二
十
日
㈫

　
西
日
本
理
事
長
会

◦
十
一
月
九
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

　
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◦
十
一
月
三
十
日
㈪
午
前
九
時

高
松
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

◦
十
二
月
七
日
㈪
午
前
十
時石

清
尾
八
幡
宮

　
髪
授
神
祠
大
祭

経
過
及
び
予
定
行
事

三

役

会

委

員

会

協

議

会

講

習

会

部

長

会

そ

の

他

競
技
大
会

三
役
部
長
会

理

事

会

祝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
四
国
協
議
会
長
表
彰

土庄支部長
緋田巧達氏
（土庄支部）

西讃協議会長
森　健二氏
（三中支部）
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◆
東
讃
協
議
会
通
常
総
会
開
く

　
吹
く
風
も
夏
め
い
て
き
た
今
日
こ
の
頃
、

平
成
二
十
七
年
六
月
八
日
午
前
十
一
時
よ

り
サ
ン
マ
リ
エ
ふ
じ
井
（
さ
ぬ
き
市
）
に
於

い
て
東
讃
協
議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。再
任
さ
れ
た
野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長

か
ら
「
県
組
合
、協
議
会
の
諸
政
策
は
一
定

の
成
果
を
収
め
て
は
い
る
が
、組
合
員
一
同

も
っ
と
智
恵
を
出
し
合
っ
て
希
望
の
持
て

る
業
界
に
推
し
進
め
よ
う
」と
開
会
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
来
賓
の
、連
合
会
常
務
理
事
に

選
任
さ
れ
た
佐
藤　
功
理
事
長
よ
り
、「
い

わ
ゆ
る
理
美
容
問
題
規
制
改
革
案
は
六
月

中
に
整
理
し
内
閣
府
で
調
整
の
方
向
に
進

ん
で
お
り
ま
す
」
と
時
局
の
お
話
が
あ
っ

た
。北
地
一
行
副
理
事
長
よ
り
組
合
主
催
の

各
種
セ
ミ
ナ
ー
参
加
を
前
提
に
、
三
つ
星

マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、神
谷　
彰
高
松
協
議

会
長
か
ら
祝
意
の
挨
拶
を
頂
い
た
。山
崎
鎮

永
仏
生
山
支
部
長
を
議
長
選
出
し
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
、収
支
決
算
報
告
と

審
議
を
重
ね
拍
手
多
数
を
以
っ
て
承
認
可

決
。九
月
十
四
日
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
例

年
同
様
、津
田
の
松
原
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
実

施
等
、諸
案
件
の
審
議
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
懇
親
会
へ
と
移
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

協
議
会
だ
よ
り

円滑に執り行われた東讃総会

和やかな雰囲気で歓談中

新たなメンバーも加入！ソフトバレーで楽しくストレス解消

◆
高
松
協
議
会
総
会
開
く

　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
㈪
午
後

六
時
よ
り
高
松
市
鍛
冶
屋
町
の「
と
う
が
ら

し
」で
高
松
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
瀬
名
央
副
支
部
長
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
、
神
谷
彰
高
松
協
議
会
長
、
佐
藤
功
理

事
長
、
北
地
一
行
副
理
事
長
、
大
西
等
副
理

事
長
、
野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長
、
川
筋
正

仁
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
久
本
正
夫
相
談

役
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、中
村
久
義
相
談
役
の
乾
杯
の
発

声
で
宴
会
が
始
ま
り
、い
つ
も
な
が
ら
の
和

や
か
な
雰
囲
気
で
歓
談
が
進
み
、最
後
に
横

山
実
雄
副
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、一
本
締
め

で
今
年
の
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

◆
平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
　
中
讃
協
議
会
総
会

　
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
、綾
南
町
と
か

め
に
お
い
て
、平
成
二
十
七
年
度
中
讃
協
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
理
事

長
の
挨
拶
の
後
、今
回
役
員
を
退
任
さ
れ
る

方
々
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。続
い

て
新
協
議
会
長
に
就
任
さ
れ
た
、大
林
隆
文

氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、新
役
員
共
々
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
、収

支
決
算
、
監
査
報
告
、
と
進
み
、
二
十
七
年

度
事
業
承
認
、予
算
案
の
承
認
と
滞
り
な
く

議
案
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。記
念
撮
影
の

後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
に
突

入
し
、今
回
新
し
く
役
員
に
な
ら
れ
た
方
々

に
も
、先
輩
役
員
が
積
極
的
に
声
を
か
け
て

頂
い
て
い
て
、
緊
張
も
和
ら
ぎ
、
ス
ム
ー
ズ

に
会
に
溶
け
込
め
て
い
た
印
象
が
心
に
残

◆
中
讃
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
親
睦
会

　
平
成
二
十
七
年
度
、中
讃
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

親
睦
会
が
、七
月
六
日
善
通
寺
市
民
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
近
は
バ
レ
ー
を

す
る
組
合
員
さ
ん
が
減
り
、今
年
も
順
位
を

つ
け
ず
に
、楽
し
く
や
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で

行
わ
れ
ま
し
た
。一
セ
ッ
ト
二
ゲ
ー
ム
で
や

る
な
ら
く
じ
の
チ
ー
ム
分
け
に
、も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
、各
チ
ー
ム
の
戦
力
を
均
等

に
し
た
ほ
う
が
、楽
し
め
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
今
回
終
了
し
た
時
点
で
、一
時
間

ほ
ど
時
間
が
余
っ
た
の
で
、こ
の
辺
は
来
年

の
課
題
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
会
自
体
は
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
、

日
頃
の
運
動
不
足
も
解
消
で
き
、和
気
藹
々

十
分
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。来
年
は
も
う
少

り
ま
し
た
。
三
年
間
の
任
期
中
、み
ん
な
で

協
力
し
、精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
心
新

た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
総
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）

し
、参
加
者
の
増
加
に
勤
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）
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第65回 四国理容競技大会
2015年７月20日（月）　徳島県立中央テクノスクール

第４部門　北地 一行 選手

第６部門　堤 真由美 選手

第８部門　齊藤 誠也 選手

第４部門　増田 重昭 選手

第６部門　栗本 理恵 選手

第７部門　藤井 壮司 選手

第４部門　原井 俊男 選手

第６部門　岡坂 和美 選手

第７部門　山内 祐二 選手

第４部門　久本 正夫 選手

第５部門　丸岡 弘純 選手

第７部門　高島 光紘 選手

第３部門　清水 光時 選手

第５部門　横山 賢人 選手

第６部門　福江 季衣 選手
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◎
四
国
大
会
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◦
第
一
部
門

　
︵
ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
︶

　
優　
勝　
浅
利
義
明
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
高
柴
裕
二
（
高
知
県
）

　
三　
位　
石
川
慶
子
（
愛
媛
県
）

◦
第
三
部
門

　
︵
ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・
メ
ン
ズ
Ｄ
︶

　
優　
勝　
森
木
正
浩
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
清
水
光
時
（
香
川
県
）

　
三　
位　
中
沢
邦
彦
（
高
知
県
）

◦
第
四
部
門

　
︵
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ザ
ー
ス 

ア
ワ
ー
ド
︶

　
優　
勝　
長
谷
川
善
英
（
愛
媛
県
）

　
準
優
勝　
北
地
一
行
（
香
川
県
）

　
三　
位　
原
井
俊
男
（
香
川
県
）

　
優
秀
賞　
増
田
重
昭
（
香
川
県
）

　
優
秀
賞　
久
本
正
夫
（
香
川
県
）

◦
第
五
部
門︵
ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト
︶

　
優　
勝　
金
平
積
紀
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
徳
平
悠
太
（
高
知
県
）

　
三　
位　
田
口
航
理
（
愛
媛
県
）

　
敢
闘
賞　
丸
岡
弘
純
（
香
川
県
）

◦
第
六
部
門︵
メ
ン
ズ
・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
︶

　
優　
勝　
堤
真
由
美
（
香
川
県
）

　
準
優
勝　
福
江
季
衣
（
香
川
県
）

　
三　
位　
酒
井
謙
治
（
愛
媛
県
）

　
敢
闘
賞　
栗
本
理
恵
（
香
川
県
）

◦
第
七
部
門

　
︵
ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク 

ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ
︶

　
優　
勝　
臼
井　
愛
（
徳
島
県
）

　
準
優
勝　
藤
井
壮
司
（
香
川
県
）

　
三　
位　
兒
島
昌
弘
（
徳
島
県
）

　
敢
闘
賞　
山
内
祐
二
（
香
川
県
）

◦
第
八
部
門
︵
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
︶

　
優　
勝　
花
岡
良
子
（
徳
島
県
）

　
準
優
勝　
浅
井
一
志
（
徳
島
県
）

　
三　
位　
倉
田
ロ
マ
ル
コ
（
愛
媛
県
）

◦
理
容
２
０
１
５
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
優　
勝　
中
澤
智
広
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
菊
池
禧
江
（
愛
媛
県
）

　
八
月
二
十
四
日
（
月
）
サ
ロ
ン
・
ド
・
Ｓ

Ｈ
Ｕ
に
て
、来
年
高
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

全
国
理
容
競
技
大
会
の
強
化
練
習
会
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
強
化
練
習
会
は
月
一
回
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
、今
回
は
木
野
島
徹

全
理
連
中
央
講
師
を
お
招
き
い
た
し
ま
し

て
八
名
の
選
手
が
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

ま
で
、木
野
島
講
師
に
よ
る
熱
い
指
導
の
も

と
熱
心
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。県
講
師
の

先
生
方
六
名
も
指
導
に
あ
た
り
大
変
有
意

義
な
練
習
会
と
な
り
ま
し
た
。今
年
二
月
六

日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
練
習
会
も
回
数
を
重

ね
、
ト
レ
ン
ド
の
勉
強
を
し
た
り
、
基
本
に

な
る
カ
ッ
ト
の
勉
強
を
し
た
り
と
皆
さ
ん

技
術
は
勿
論
、意
識
も
か
な
り
向
上
し
て
き

て
お
り
練
習
会
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
中
か

ら
、来
年
の
高
知
県
大
会
に
は
多
数
参
加
し

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、今
後
の
練
習

会
に
参
加
希
望
の
方
も
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
組
合
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
講
師
会
長　
山
本
恵
三
）

白熱の闘いを終えて…

真剣な眼差しの受講生ら

二
十
八
年
度 

高
知
全
国
大
会
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
練
習
始
ま
る
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◆
仏
生
山
支
部
カ
ラ
オ
ケ
親
睦
会

　
仏
生
山
支
部
は
、七
月
二
十
七
日
㈪
午
後

六
時
よ
り
香
川
町
の
「
歌
れ
ん
」
に
て
毎
年

恒
例
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
親
睦
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
松
支
部
か
ら
濱
野
様
、久
本
様

二
名
と
共
に
総
勢
十
九
名
参
加
し
ま
し
た
。

皆
様
の
美
声
を
聞
き
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
仏
生
山
支
部
組
織
部
長　
福
家
照
正
）

◆
丸
亀
支
部
親
睦
会
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　

平
成
二
十
七
年
七
月
六
日
に
宇
多
津
町

の
セ
ン
ト
カ
テ
リ
ー
ナ
で
、丸
亀
支
部
青
年

部
主
催
で
、親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
。
何
時

も
は
若
手
だ
け
で
や
る
こ
と
が
多
い
親
睦

会
で
す
が
、
今
年
は
全
店
舗
、
全
年
齢
が
対

象
で
、各
世
代
の
交
流
を
積
極
的
に
図
ろ
う

と
企
画
し
ま
し
た
。
夏
は
や
っ
ぱ
り
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
年
配
の
方
、
女

性
の
支
部
員
さ
ん
も
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
み
ま
し

た
。
真
面
目
な
仕
事
の
話
か
ら
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
の
、お
バ
カ
な
遊
び
で
の
話
と
、

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。来
年
も
開
催

し
ま
す
の
で
、今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
支

部
員
さ
ん
も
、是
非
遠
慮
な
く
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
丸
亀
支
部
で
は
、各
世
代
の
隔
た

り
を
な
く
す
べ
く
、楽
し
い
企
画
を
役
員
一

同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
丸
亀
支
部
広
報　
西
原
正
登
）

◆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
ス
イ
カ
割
り

　

猛
暑
が
続
く
七
月
二
十
日
、
西
讃
地
区

の
組
合
員
仲
間
が
集
ま
り
釣
り
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
。

一
人
の
お
父
さ
ん
が
大
き
い
ス
イ
カ
を
抱

え
て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
立
派
な
ス
イ

カ
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
盛
り
上
が
り
、ス
イ

カ
の
時
間
と
な
っ
た
頃
、一
本
の
長
い
棒
と

タ
オ
ル
が
用
意
さ
れ
ス
イ
カ
割
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。ぐ
る
ぐ
る
回
さ
れ
た
子
供
が
ス

イ
カ
を
叩
い
た
か
、
大
き
い
台
を
叩
い
た

か
、
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笑
い
過

ぎ
た
一
日
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
す
。私
も
子
供
の
小
さ
か
っ
た
頃
を
思

い
出
し
な
が
ら
、月
曜
日
の
楽
し
い
一
日
が

終
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
森　
健
二
）

◆
中
讃
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
九
日
、
午
後

十
二
時
か
ら
、
坂
出
の
吹
花
に
て
、
中
讃
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回

は
歌
わ
れ
る
二
十
二
人
と
応
援
の
方
々
で
、

三
十
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、毎
年
こ
の

発
表
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

持
ち
歌
を
十
分
練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ

れ
に
し
て
も
、み
な
さ
ん
大
変
お
元
気
で
、

若
手
顔
負
け
の
声
量
と
迫
力
、何
時
観
て
も

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
我
々
が
、何
年

か
後
に
、
こ
れ
ほ
ど
仲
間
内
で
、
和
気
藹
々

楽
し
め
る
趣
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、少
し

羨
ま
し
く
お
も
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）

あ
り
が
と
う
は
日
本
語
の
宝
の
一
つ

　

不
思
議
な
暖
か
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
言

葉
を
あ
り
が
と
う

　
先
日
テ
レ
ビ
で「
初
め
て
の
お
つ
か
い
」

と
い
う
番
組
を
見
て
い
た
ら
、あ
る
お
母
さ

ん
が
女
の
子
に
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
言
う

の
よ
と
教
え
て
い
た
。そ
の
子
は
家
に
帰
り

着
く
ま
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い

た
。
そ
の
た
び
心
が
フ
ワ
ッ
と
す
る
。
す
ご

く
い
い
言
葉
だ
と
思
っ
た
。そ
の
時
か
ら
何

か
あ
る
た
び
ま
ず
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う

こ
と
に
し
た
。こ
の
言
葉
を
聞
い
て
気
を
悪

く
す
る
人
は
一
人
も
い
な
い
日
本
語
の
宝

の
一
つ
だ
と
思
っ
た
。お
客
様
に
も
感
謝
を

込
め
て
…
。

　
言
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？「
あ
り
が
と
う
」

心
ま
で
清
々
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
（
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

支
部
だ
よ
り

仏生山カラオケ親睦会

ほろ酔いで盛り上がってます！

よい子はマネしないでね！自慢の美声を披露

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
が
美
味
し
い
朝
な
れ
ば

　
　
　
今
日
は
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
か
も

交
差
点
を
渡
る
犬
に
は
ゆ
と
り
あ
り

　
　
ひ
と
り
で
ど
ち
ら
へ
と
聞
き
た
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

簡
単
に
済
ま
せ
て
く
れ
ぬ
今
日
も
又

　
　
　
　
熱
波
の
夜
に
な
す
す
べ
も
無
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

夕
陽
落
つ
昼
の
ほ
て
り
を
道
づ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

野
良
犬
も
賑
い
の
中
紛
れ
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

短　

歌

俳　

句

川　

柳
文

芸

欄

コ

ラ

ム
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先
日
、あ
る
お
客
様
が
美
容
室
と
理
容
室

の
住
み
分
け
に
関
す
る
規
制
改
革
会
議
の

こ
と
を
熱
く
語
り
出
し
た
。

　
ま
あ
、
こ
ん
な
話
だ
。

　

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
美
容
室
で
男
性
が

カ
ッ
ト
を
し
て
も
ら
う
事
は
通
達
違
反

だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
法
律
で
は
、美
容
室

は
よ
り
美
し
く
な
る
た
め
の
存
在
、一
方
で

理
容
室
は
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
た
め
の

存
在
、
と
さ
れ
て
い
て
、
男
性
の
場
合
は
、

カ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、そ
れ
は
よ
り
美

し
く
な
る
た
め
、
で
は
な
く
、
身
だ
し
な
み

を
整
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、と
さ
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　
こ
の
、両
者
の
間
の
業
務
分
担
の
整
理
が

規
定
さ
れ
て
い
た
の
が
昭
和
五
十
三
年
の

厚
生
省
通
達
で
、そ
れ
が
つ
い
最
近
ま
で
生

き
て
い
た
。

　

男
性
が
カ
ッ
ト
の
た
め
に
美
容
室
に
行

く
の
は
通
達
違
反
。こ
う
書
く
と
い
か
に
こ

の
通
達
が
時
代
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。安
倍
総
理
で

す
ら
渋
谷
区
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン
（
美
容
室
）
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
時
代
な
の
だ
。

　
（
ち
な
み
に
男
性
で
あ
っ
て
も
カ
ッ
ト
の

た
め
に
、で
は
な
く
パ
ー
マ
の
た
め
に
美
容

室
に
行
く
の
は
大
丈
夫
で
パ
ー
マ
に
合
わ

せ
て
カ
ッ
ト
も
す
る
、
と
い
う
の
は
差
し

支
え
な
い
と
言
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
見
解

だ
っ
た
。）

　

規
制
改
革
会
議
で
も
こ
の
こ
と
が
問
題

に
な
っ
た
。別
に
総
理
を
か
ば
お
う
と
し
た

わ
け
で
は
な
い
。性
別
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
言
う
考

え
方
に
疑
問
が
呈
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

か
く
し
て
平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日

に
昭
和
五
十
三
年
通
達
は
廃
止
さ
れ
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
世
の
男
性
諸
兄
も
安
心
し
て

ヘ
ア
カ
ッ
ト
の
た
め
に
美
容
室
に
通
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
が
そ
の
お
客
様
の
話
だ
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
こ
う
訊
ね
て
き
た
。「
こ

の
昭
和
五
十
三
年
通
達
が
こ
の
七
月
に
廃

止
さ
れ
た
の
ご
存
知
で
し
た
？
」

　
私
は
鋏
を
休
め
ず
、こ
う
答
え
ま
し
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
ね
〜
。
刈

り
上
げ
、難
し
い
ん
で
す
。
髪
の
毛
の
も
み

あ
げ
の
い
ち
ば
ん
下
の
端
の
部
分
と
言
う

の
は
髪
の
毛
が
薄
い
で
す
か
ら
ほ
ぼ
肌
色

を
し
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
ず
っ
と
上
に
向

か
っ
て
次
第
に
髪
の
毛
の
数
が
増
え
て
い

き
、
だ
ん
だ
ん
黒
い
色
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
ナ

チ
ュ
ラ
ル
に
し
て
い
く
の
か
、こ
の
辺
が
技

術
な
ん
で
す
。短
い
と
こ
ろ
ほ
ど
手
が
抜
け

な
い
ん
で
す
。
目
立
ち
ま
す
か
ら
ね
。
え
え

と
、
も
う
少
し
…
」

　
そ
う
い
え
ば
先
日
、理
事
長
が
そ
ん
な
話

を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
…

　
「
で
、
通
達
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
存
じ
上

げ
て
お
り
ま
す
と
も
。
た
だ
、世
の
中
の
制

度
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
、技
術
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
れ
ば
、お
客
様
に
必
ず
信
用
し
て

い
た
だ
け
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
ね
。

例
え
ば
、刈
り
上
げ
ひ
と
つ
取
っ
て
み
て
も

私
は
美
容
師
よ
り
も
理
容
師
の
方
が
得
意

な
人
、多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

強
み
を
し
っ
か
り
発
揮
す
る
こ
と
が
、選
ん

で
も
ら
え
る
、と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　
あ
、ち
ょ
っ
と
動
か
な
い
で
い
た
だ
け
ま

す
か
。
は
い
、
カ
ッ
ト
終
了
で
す
〜
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｋ
】

メリット 1 葬儀費用の軽減

メリット 2 葬儀支援サービス独自の
　　　　　「あんしん」葬儀依頼

■ご提供される基本セット（例）

●祭壇　
●お棺
●寝台車
●お位牌（白木）
●ご遺影（白黒）など

車庫から
10km以内

ご利用方法 葬儀のご手配、事前の相談・お見積りはコールセンターへ
「病院からの搬送」よりご利用いただけます。

0120-493-417

葬儀に必要な「基本セット」（全国平均40万円相当）が
　　　　（税別）でご利用になれます。24万円

365日
24時間対応

加盟団体の皆様からの葬儀依頼は年間5,000件以上。
ご依頼いただくご葬儀は、制度加盟200団体を代表したご葬
儀として、1件1件丁寧な対応を実施いたしております。

■対象者と基本セットご利用料金

■ 全国儀式サービスホームページ
http://www.gishiki.co.jp  ユーザー名：gishiki　パスワード：yumeyume

※1 ご家族とは「配偶者、子女、本人・配偶者の両親、本人・配偶
　   者の祖父母」にあたります。

●組合員本人及び
　そのご家族※1

●従業員本人及びそのご家族※1

対象者（ご葬儀の対象となる故人さま） ご利用料金

24万円
（税別）

お近くの加盟葬儀社・斎場を検索できます。

国内最大の
葬儀社ネットワーク
国内最大の

葬儀社ネットワーク
国内最大の

葬儀社ネットワーク

全国約500の葬儀社
2,400を超える斎場施設

「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典

※式場使用料、会葬返礼品や飲食・料理などの接待費、寺院関係費、火葬料などは基本セットに含まれておりません。
※葬儀社や地域によって基本セットの内容が異なるケースがございます。
※基本セットに含まれない費用は別途ご負担いただきます。

記載のサービス内容は、平成27年6月現在のものです。状況により変更となる場合がございます。

ご利用の際は事前に上記の電話番号へご連絡ください。葬儀社とのお打合せ後のご連絡ではご利用になれません。

組合員の他、ご家族もご利用になれます。
理容組合の年会費以外の新たな会費は必要ありません。
また組合への加入手続き以外の新たな手続きも必要ありません。ご利用にあたり

あ
る
理
容
師
の
独
り
言
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◆
◆ 

お 

詫 

び 

◆
◆

　

理
容
香
川
七
月
号
八
ペ
ー
ジ
の
飯
山
支

部
総
会
開
催
の
記
事
の
中
で
「
坂
出
支
部・

尾
早
圭
司
氏
、
綾
北
支
部
・
松
本
和
久
氏
の

乾
杯
の
音
頭
で
」
と
あ
る
の
は
、「
坂
出
支

部
・
尾
早
圭
司
氏
、
綾
北
支
部
・
松
本
和
久

氏
、
両
氏
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
、
君

羅
雅
博
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
一
年
ぶ
り
の

親
睦
会
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。」

の
間
違
い
で
し
た
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
各
支
部

文
化
広
報
部
長
の
み
な
さ
ん
で
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
制
度
体
験
談

　

そ
も
そ
も
保
険
っ
て
必
要
で
し
ょ
う

か
？

　
そ
こ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
世
帯
主
が
急
に
亡
く
な
っ
た
り
、急

に
入
院
す
る
事
に
な
っ
て
も
貯
金
が
十
分

に
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
よ
ね
。

　
保
険
な
ん
て
必
要
な
い
と
い
う
時
、大
抵

の
人
は
貯
金
し
て
い
た
方
が
得
と
い
う
言

い
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、こ
の
「
貯
金
が
あ
れ
ば
」
と
い
う

の
が
ミ
ソ
で
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
十

分
な
貯
え
を
準
備
す
る
為
に
は
、「
時
間
」

が
必
要
な
の
で
す
。

　

貯
金
が
十
分
な
額
に
達
す
る
ま
で
運
よ

く
命
を
落
と
す
事
な
く
病
気
も
ケ
ガ
も
し

な
け
れ
ば
保
険
な
ん
て
必
要
な
か
っ
た
と

い
う
事
が
結
果
的
に
後
か
ら
言
え
る
わ
け

で
す
。

　

明
日
も
し
あ
な
た
の
身
に
不
幸
な
事
が

起
き
た
と
し
て
家
族
全
員
が
何
の
不
自
由

も
な
く
生
活
し
て
い
け
る
と
断
言
で
き
る

人
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
歩
先
の
事
な
ん
て
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
で
す
よ
ね
。

　
「
貯
金
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
軽
く

考
え
て
し
ま
わ
ず
、無
理
の
な
い
範
囲
で
先

の
リ
ス
ク
に
備
え
て
お
く
事
は
無
駄
で
は

な
い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
今
一
度
自
分
に
合
っ
た
ベ
ス
ト

の
保
険
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　
　
　
　
　
　
（
共
済
部
長　
安
冨
豊
昭
）

　
梅
雨
晴
れ
の
中
、四
国
大
会
の
取
材
に
徳

島
を
訪
れ
た
。選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
申
し

訳
な
い
が
、日
差
し
が
眩
し
い
中
の
気
楽
な

取
材
旅
行
。徳
島
ラ
ー
メ
ン
が
気
に
な
る
不

届
き
者
だ
。
し
か
し
、会
場
の
中
に
入
る
と

そ
ん
な
気
持
ち
も
一
変
。張
り
つ
め
た
空
気

の
中
に
取
材
者
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
。

こ
の
日
の
為
に
寝
食
も
犠
牲
に
頑
張
っ
て

き
た
選
手
の
為
に
も
い
い
写
真
を
と
カ
メ

ラ
を
持
つ
手
に
も
力
が
入
る
。今
回
も
選
手

の
作
品
は
素
晴
ら
し
く
、努
力
に
勝
る
も
の

な
し
と
改
め
て
感
じ
る
。技
術
は
一
生
勉
強

と
私
も
も
う
一
度
挑
戦
し
よ
う
か
と
競
技

会
の
度
に
思
う
の
だ
が
、来
年
も
取
材
者
側

だ
ろ
う
。
根
が
無
精
者
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
（
文
化
広
報
部
長　
小
松
芳
浩
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
一
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

Kagaw
a-riyo@

live.jp

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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